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１．はじめに

　近年の社会資本整備においては、環境との調和

という視点から自然環境の保全・復元の必要性が

高まり、その一環としてビオトープ整備が注目さ

れてきている。我国では、ここ 10 数年の間に多

くのビオトープ整備の実績が積み重ねられてきた

が、まだまだ試行錯誤の段階といえる。

　ビオトープ整備上の問題点として、野生生物を

対象とするため効果の予測・評価が困難であるこ

と、地域特性に応じた整備のあり方に大きな幅が

あるため明確な計画・設計手法が確立していない

こと、参考にできる先進事例が少ないこと等が

あった。しかし、ここ数年、先行したビオトープ

整備の検証の動きが見られ、事例集も作成される

ようになってきた。このような先進事例の検証や

事例集の存在は、技術の向上や周知が図られるこ

とが期待されることから、今後のビオトープ整備

の推進のために有効と考えられる。

　ところが、沖縄県においてはビオトープ整備事

例が少なく、その検証は皆無に等しい。加えて、

ビオトープは地域の環境特性に応じたものである

ことから、亜熱帯島嶼地域に位置し固有の生態系

を有する本県において本土データを直ちに適用す

ることは難しい。そこで本研究においては、沖縄

県内のビオトープ事例について基礎調査を実施

し、今後のビオトープ整備技術の向上に資するこ

とを目的とする。

２．調査方法

2-1調査対象施設

　沖縄県内において実施されたビオトープ整備事

業で、公共公益的な施設を対象とした。リストアッ

プは、主に報道資料を基に行った。

　なお、「ビオトープ」施設の中には、本来の「地

域の野生生物が自立して生活できる生息域」とい

う意義から外れ、見た目のみを自然風にした例も

見られる。本研究においては、多様な事例を検証・

評価し、より良い計画手法の確立に生かすため、

これら施設も調査の対象とした。逆に、ビオトー

プと謳っていない施設でも、地域の生物の生息場

所の創出を目的としていれば調査対象とした。

2-2調査手法

　各事例について現場調査およびヒアリング調査

を行う。

⑴　現場調査

　規模、形態、地形・水・日照などの物理的条件、

植生調査を主とする。なお、生物全般についての

詳細調査は実施せず、物理的条件と植生、及びヒ

アリング結果から概要を把握する。

⑵　ヒアリング調査

　計画内容、プロセス、動物の生息状況、経年変

化、管理運営状況、活用状況、問題点等を把握す

るために、管理者にヒアリングを行う。また、必

要に応じて、設計者・事業主体者等に補完ヒアリ

ングを行う。

２．調査研究
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⑶　資料調査

　主に計画・設計内容等に関する、資料の入手に

努める。

2-3調査項目の設定と評価方法

　整備の方法、実現した環境の状況、活用の状況

等を把握するため、以下の調査項目を設定し、各

調査項目に対し評価の視点を設定した（表 1）。

３．事例報告

　本研究においては、右記の22施設のビオトー

プについて調査を実施した（表 2）。本報告に

おいては、これら 22 施設の内、那覇市立神原

小学校他 11 施設について、次ページ以降に紹

介する。

　なお、本報告で紹介漏れとなった施設、及び

全施設の詳細については、「第 5 回建設事業の

技術開発に関する支援事業成果報告集（平成

18 年 3 月：社団法人沖縄建設弘済会）」を参

照願いたい。

表２調査実施施設

：本報告掲載施設
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
１

１
那

覇
市

立
神

原
小

学
校

「
ゆ

め
の

い
け

」

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

那
覇
市
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

●
 

湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

 

H
1
3
 

 
自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

児
童
の
カ
エ
ル
研
究
を
発
端
に
、
父
兄
・
教
職
員
ら
で
つ
く
っ
た
カ
エ
ル
池
 

う
っ
そ
う
と
し
た
木
々
に
か
こ
ま
れ
た
池

ビ
オ
ト
ー
プ
の
目
的
や
生
物
の
よ
う
す
が
解
説
さ
れ
て
い
る

「
沖
縄
の
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
」
事
例
集

１

調
査

項
目

 
特
色

 
評
価

 

目
的

 
児

童
の

カ
エ

ル
研

究
支

援
を

契
機

に
、

子
供

た
ち

の
自

然
観

察
の

場
を
整

備
す

る
。
ま
た
周
囲
で
減
っ
て
い
る
カ
エ
ル
生
息
地
の
保
全
に
資
す
る
。

 

★
★
★

 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

カ
ジ

カ
ガ
エ
ル
の
繁
殖
・
生
息
地
の
創
出
。

 

 

★
★
★

 

設
計

の
特

徴
 

既
存

の
樹

木
に

覆
わ

れ
た

湿
気

の
多

い
一

帯
に

池
を

設
け

た
も

の
で

、
周

辺
環

境
に
よ
く
な
じ
ん
で
い
る
。

 

コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
使
わ
ず
、
防
水
シ
ー
ト
上
に
ク
チ
ャ
を
敷
い
て
い
る
。

 

★
★
★

 

人
為

的
関

与
度

合
水

源
は

天
水

、
水

道
水

。
必

要
に

応
じ

て
蛇

口
を

開
け

て
補

給
す

る
程

度

で
、

動
力
は
不
使
用
。

 

★
★
★

 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

父
兄

、
教

職
員

が
主

と
な

り
、

地
域

造
園

会
社

等
の

協
力

を
得

て
計

画
・

施
工
。

 

★
★
★

 

導
入

生
物

 
植

物
（

エ
ン

サ
イ

、
チ

ド
メ

グ
サ

、
カ

ミ
ガ

ヤ
ツ

リ
、

マ
ル

イ
、

ホ
テ
イ

ア
オ

イ
、

ウ
ォ

ー
タ

ー
レ

タ
ス

、
ミ

ズ
ク

サ
ハ

、
ナ

ヤ
ス

、
マ

ツ
モ

、
パ

ロ
ロ

ッ
ト
フ
ェ
ザ
ー
、
ル
ド
ウ
ィ
シ
ア
）

 

★
★

☆
 

現
況

生
物

相
 

（
整

備
１

ヶ
月

後
）

ヒ
メ

ア
マ

ガ
エ

ル
、

カ
ジ

カ
ガ

エ
ル

、
シ

オ
カ

ラ
ト

ン
ボ

、
ア

オ
モ

ン
イ

ト
ト

ン
ボ

、
シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
イ

ト
ト

ン
ボ

、
キ

ゴ
シ

ジ
ガ
バ
チ
、
カ
ニ
、
マ
キ
ガ
イ
、
ク
モ
 

★
★
★

 

生 物 生 息 環 境 

環
境

の
状

況
 

安
定

的
な

環
境

が
成

立
し

て
い

る
。

小
さ

い
が

地
域

の
生

物
生

息
ス

ポ
ッ

ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 

★
★

☆
 

維
持

管
理

状
況

 
維

持
管

理
方

針
な

ど
は

継
承

さ
れ

て
お

ら
ず

粗
放

的
に

管
理

さ
れ

て
い

る
。

た
だ
し
環
境
が
安
定
し
て
い
る
た
め
荒
れ
た
感
は
な
い
。

 

★
☆
☆

 
管 理 

地
域

の
協

力
 

現
在
で
は
と
く
に
無
い
。
 

☆
☆
☆

 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

児
童

の
要

望
か

ら
始

ま
っ

た
た

め
、

計
画

・
整

備
段

階
で

の
学

習
活

用
度

は
非

常
に

高
か

っ
た

が
、

中
心

児
童

の
卒

業
後

は
参

加
活

動
は

ほ
と

ん
ど

な
い
。

 

★
★

☆
 

継
続

的
な

活
用

 
中

心
児
童
の
卒
業
後
、
積
極
的
な
活
用
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

 
☆
☆
☆

 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

さ
れ
て
い
な
い
。

 
☆
☆
☆

 

学 習 活 用 
日

常
的

活
用

 
樹

冠
に
覆
わ
れ
湿
気
が
高
く
蚊
が
多
い
、
薄
暗
い
と
い
う
環
境
の
た
め
か
、

子
供

た
ち

が
日

常
的

に
多

数
集

ま
る

と
い

う
雰

囲
気

で
は

な
い

。
時

々
の

ぞ
き

に
行
く
子
が
い
る
程
度
。

 

★
☆
☆

 

管
理

・
活

用
主
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か

ら

み
た

課
題

 

せ
っ
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の
施

設
だ

が
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と
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。

管
理

担
当

が
教

頭
と

な
っ

て
い

る
が

専
門

で
は

な
く

ど
う
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課
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や

基
礎

調
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存

在
を

活
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し
、
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業

の
中
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継
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活
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を
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用
が
課
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で
あ
る
。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
２

２
那

覇
市

立
宇

栄
原

小
学

校
「
宇

栄
原

小
ビ
オ

ト
ー

プ
」

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

那
覇
市
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

●
 

湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

 

H
1
4
年
度
 

1
1
1
3
万
 

自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

●

概
 
要

校
内
の
急
斜
面
地
を
活
か
し
、
森
の
再
生
を
図
る
と
共
に
、
身
近
に
親
し
め
る
水
辺
ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置
 

池
と
背
後
の
斜
面
樹
林

流
れ
部
分
。
ポ
ン
プ
故
障
で
水
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
２

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
学

校
全

体
の

、
ま

た
地

域
の

ビ
オ

ト
ー

プ
拠

点
と

し
て

の
施

設
を

整
備

し
、

児
童

の
環

境
教

育
に

役
立

て
る

。
 

★
★

★
 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

「
宇

栄
原

の
森

」
の

復
元

。
地

域
の

生
物

相
か

ら
、

哺
乳

類
、

鳥
類

、
は

虫
類

・
両

生
類

、
昆

虫
の

そ
れ

ぞ
れ

代
表

種
を

目
標

種
に

定
め

る
。

 

★
★

★
 

設
計

の
特

徴
 

斜
面

の
森

（
通

常
立

ち
入

り
し

な
い

）
は

、
在

来
種

で
鳥

や
昆

虫
の

好
む

木
を

選
定

し
緑

化
す

る
。

池
や

観
察

水
路

に
は

水
辺

の
昆

虫
な

ど
を

呼
び

寄
せ

る
湿

地
帯

を
設

け
、

水
辺

の
植

物
を

植
え

る
。

 

★
★

★
 

人
為

的
関

与
度

合
水

源
は

雨
水
（

校
舎

地
下

タ
ン

ク
）
。
必

要
に

応
じ

て
手

押
し

ポ
ン

プ
で

水

を
補

給
。

太
陽

光
発

電
に

よ
り

、
日

に
2
回
池

水
を

循
環

さ
せ

て
い

る
。

 

★
★

☆
 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

地
域

関
係

者
に

よ
る

「
ビ

オ
ビ

オ
応

援
団

」
を

結
成

し
、

ビ
オ

ト
ー

プ
づ

く
り

を
サ

ポ
ー

ト
。

 

★
★

★
 

導
入

生
物

 
森

の
植

物
（

ガ
ジ

ュ
マ

ル
、

ア
カ

ギ
、

ア
コ

ウ
、

タ
ブ

ノ
キ

、
ヤ

ブ
ニ

ッ

ケ
イ

、
ク

ワ
ノ

ハ
エ

ノ
キ

、
リ

ュ
ウ

キ
ュ

ウ
ガ

キ
、

サ
ン

ゴ
ジ

ュ
、

ク
チ

ナ
シ

、
ネ

ズ
ミ

モ
チ

、
ゲ

ッ
キ

ツ
、

ハ
マ

ヒ
サ

カ
キ

、
オ

キ
ナ

ワ
ツ

ゲ
）

 

水
辺

の
植

物
（

セ
リ

、
ヒ

メ
ガ

マ
、

ジ
ュ

ズ
ダ

マ
）

 

種
子

蒔
き

出
し

（
水

田
の

泥
を

持
ち

帰
り

水
辺

に
張

り
付

け
る

）
 

動
物

（
リ

ュ
ウ

キ
ュ

ウ
メ

ダ
カ

、
フ

ナ
）

 

★
★

★
 

現
況

生
物

相
 

ト
ン

ボ
、
バ

ッ
タ

等
が

み
ら

れ
る

。
メ

ダ
カ

も
い

る
よ

う
だ
（

詳
細

不
明

）
。
 
★

★
☆

 

生 物 生 息 環 境 

環
境

の
状

況
 

斜
面

の
森

は
成

長
し

て
い

る
。

水
辺

は
、

ポ
ン

プ
の

故
障

な
ど

に
よ

り
縮

小
し

、
植

物
の

繁
茂

も
あ

っ
て

陸
化

が
進

ん
で

い
る

。
 

★
☆

☆
 

維
持

管
理

状
況

 
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
あ

る
が

現
状

で
は

消
極

的
な

管
理

の
み

（
１

学

期
に

１
回

程
度

草
刈

り
）
。

草
丈

が
高

く
な

り
水

路
が

埋
も

れ
て

い
る

。
 

☆
☆

☆
 

管 理 

地
域

の
協

力
 

現
在

で
は

と
く

に
無

い
。

 
☆

☆
☆

 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

計
画
・
整

備
段

階
で

8
回

に
わ

た
る

児
童

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

4～
6
年
生

の
希

望
者

）
が

行
わ

れ
、
ビ

オ
ト

ー
プ

の
意

義
学

習
、
地

域
の

自
然

観
察

、

プ
ラ

ン
づ

く
り

へ
の

参
加

な
ど

が
活

発
に

行
わ

れ
た

。
 

★
★

★
 

継
続

的
な

活
用

 
積

極
的

な
活

用
は

な
さ

れ
て

い
な

い
。

 
☆

☆
☆

 

教
材

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
な

い
。

 
☆

☆
☆

 

学 習 活 用 

日
常

的
活

用
 

子
供

た
ち

の
遊

び
場

の
ひ

と
つ

で
は

あ
る

が
、

あ
ま

り
多

く
は

な
い

。
 

★
☆

☆
 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

総
合

学
習

で
は

ビ
オ

ト
ー

プ
の

活
用

ま
で

手
が

回
ら

な
か

っ
た

。
次

年
度

以
降

、
授

業
に

取
り

入
れ

て
い

く
こ

と
も

考
え

た
い

。
ポ

ン
プ

が
故

障
す

る
と

す
ぐ

に
は

職
員

で
対

応
で

き
な

い
の

は
課

題
。

 

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

計
画

・
施

工
時

の
体

制
や

学
習

活
動

の
充

実
を

、
い

か
に

継
続

す
る

か
が

課
題

。
ポ

ン
プ

等
を

使
う

場
合

に
は

壊
れ

に
く

い
も

の
を

選
択

す
る

、
管

理
体

制
を

明
確

に
し

て
お

く
な

ど
も

必
要

で
あ

る
。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
３

３
那

覇
市

立
小

禄
南

小
学

校

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

那
覇
市
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

●
 

湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡

～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

 

H
4
年
 

 
自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

●

概
 
要

校
内
の
い
こ
い
の
場
所
と
し
て
の
せ
せ
ら
ぎ
と
森
 

せ
せ
ら
ぎ
水
路
。
左
側
が
樹
林
地
、
右
側
が
運
動
場

せ
せ
ら
ぎ
終
末
の
池
。
や
や
深
く
な
っ
て
お
り
ハ
ス
が
植
え
ら
れ

て
い
る

水
路
：
延
長

40
m

程
度

 
 
 
水
深

15
cm

程
度

・
 
水
路
・
池
の
生
物
：
グ
ッ
ピ
ー
、
ギ
ン
ブ
ナ
、
カ
メ

・
 
水
路
の
植
物
：
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

・
 
池
の
植
物
：
ハ
ス
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
タ
ス

＜
樹
林
地
：
ア
カ
ギ
他
＞

＜
校
庭
＞

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
３

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
校

内
の

い
こ

い
の

場
所

づ
く

り
（

特
に

ビ
オ

ト
ー

プ
を

目
指

し
た

も
の

で

は
な

か
っ

た
。

当
時

「
環

境
教

育
」

も
一

般
的

で
な

か
っ

た
）

 

★
☆

☆
 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

せ
せ

ら
ぎ

、
滝

、
う

っ
そ

う
と

茂
る

森
の

一
体

化
し

た
環

境
づ

く
り

 
★

☆
☆

 

設
計

の
特

徴
 

森
は

在
来

種
を

主
と

し
て

構
成

さ
れ

て
い

る
。

直
線

か
ら

な
る

浅
い

水
路

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

で
、

生
物

の
生

息
環

境
は

重
視

さ
れ

て
い

な
い

。
 

★
☆

☆
 

人
為

的
関

与
度

合
水

源
は

雨
水

。
ポ

ン
プ

で
循

環
さ

せ
て

い
る

。
 

★
☆

☆
 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

特
に

な
し

。
 

☆
☆

☆
 

導
入

生
物

 
森

の
植

物
（

ア
カ

ギ
、

デ
イ

ゴ
、

他
）

 

水
辺

の
植

物
（

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

、
ハ

ス
、

ウ
ォ

ー
タ

ー
レ

タ
ス

）
 

動
物

（
魚

（
詳

細
不

明
）
）
 

★
☆

☆
 

現
況

生
物

相
 

グ
ッ

ピ
ー

、
ギ

ン
ブ

ナ
、
カ

メ
（

子
供

た
ち

が
入

れ
た

ら
し

い
）
が
生
息
。
 

漫
湖

か
ら

シ
ラ

サ
ギ

が
飛

ん
で

来
る

こ
と

が
よ

く
あ

る
。

 

★
☆

☆
 

生 物 生 息 環 境 

環
境

の
状

況
 

森
は

よ
く

成
長

し
て

い
る

。
せ

せ
ら

ぎ
は

、
も

と
も

と
単

調
な

環
境

で
あ

り
、

生
物

の
生

育
環

境
と

し
て

は
限

ら
れ

て
い

る
が

、
そ

れ
な

り
に

安
定

し
て

い
る

様
子

 

★
☆

☆
 

維
持

管
理

状
況

 
た

ま
に

草
刈

り
を

す
る

程
度

。
 

★
☆

☆
 

管 理 

地
域

の
協

力
 

と
く

に
無

い
。

 
☆

☆
☆

 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

な
し

。
 

☆
☆

☆
 

継
続

的
な

活
用

 
積

極
的

な
活

用
は

な
さ

れ
て

い
な

い
 

☆
☆

☆
 

教
材

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
な

い
 

☆
☆

☆
 

学 習 活 用 

日
常

的
活

用
 

子
供

た
ち

の
遊

び
場

と
し

て
、

盛
ん

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
水

遊
び

、
魚

取
り

な
ど

。
 

★
★

★
 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

教
育

に
生

か
せ

る
施

設
だ

と
思

う
が

、
人

材
次

第
の

と
こ

ろ
が

あ
り

、
活

用
で

き
て

い
な

い
。

 

整
備

時
に

、
つ

く
る

側
と

使
う

側
が

ど
う

使
う

か
を

よ
く

相
談

す
る

こ
と

で
も

、
後

の
活

用
が

し
や

す
く

な
る

の
で

は
な

い
か

。
 

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

ビ
オ

ト
ー

プ
と

し
て

つ
く

ら
れ

た
も

の
で

は
な

い
た

め
、

生
物

生
息

空
間

と
し

て
は

充
分

で
は

な
い

が
、

子
供

た
ち

に
非

常
に

親
し

ま
れ

て
お

り
、

校
内

で
自

然
を

感
じ

る
憩

い
の

場
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

評
価

さ
れ

る
。

 

活
用

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
つ

く
り

、
ビ

オ
ト

ー
プ

の
視

点
か

ら
施

設
を

手
直

し
す

れ
ば

、

良
好

な
空

間
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
期

待
さ

れ
る

事
例

で
あ

る
。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
６

６
豊

見
城

市
立

と
よ

み
小

学
校

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

豊
見
城
市
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

●
 

湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

 

H
1
3
年
度
 

数
千
円
 

自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

校
区
に
あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
湿
地
「
漫
湖
」
を
手
本
に
、
校
内
に
ミ
ニ
干
潟
を
再
現
 

手
作
り
の
池
だ
が
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

干
潟
の
シ
ン
ボ
ル
、
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
６

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
研

究
開

発
校

に
指

定
さ

れ
重

点
的

に
行

っ
た

環
境

学
習

の
一

環
と

し
て
、

校
内

に
地

域
の

特
色

あ
る

ビ
オ

ト
ー

プ
を

創
出

す
る

。
 

★
★

★
 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

漫
湖

の
生

物
を

モ
デ

ル
と

す
る

。
 

★
★

★
 

設
計

の
特

徴
 

児
童

と
教

諭
た

ち
に

よ
る

完
全

な
手

作
り

で
干

潟
ビ

オ
ト

ー
プ

づ
く

り
を

め
ざ

し
た

。
 

★
★

☆
 

人
為

的
関

与
度

合
水

源
は

天
水

、
水

道
水

。
動

力
は

不
使

用
。

 
★

★
☆

 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

と
く

に
な

し
。

 
☆

☆
☆

 

導
入

生
物

 
植

物
（

オ
ヒ

ル
ギ

、
メ

ヒ
ル

ギ
）

動
物

（
カ

ニ
）（

漫
湖

か
ら

移
入

）
 

★
★

☆
 

現
況

生
物

相
 

水
が

干
上

が
っ

て
し

ま
っ

て
お

り
、

生
物

は
一

見
し

て
み

ら
れ

な
い

。
 

☆
☆

☆
 

生 物 生 息 環 境
環

境
の

状
況

 
当

初
め

ざ
し

た
干

潟
の

環
境

は
維

持
さ

れ
て

い
な

い
。

 
☆

☆
☆

 

維
持

管
理

状
況

 
当

初
３

年
間

く
ら

い
は

ク
ラ

ブ
を

組
織

し
て

維
持

管
理

で
き

て
い

た
が
、

現
在

は
特

に
管

理
さ

れ
て

い
な

い
。

 

☆
☆

☆
 

管 理 

地
域

の
協

力
 

と
く

に
無

い
。

 
☆

☆
☆

 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

児
童

の
「

エ
コ

ク
ラ

ブ
」
と

教
師

で
計

画
、
作

業
。
生
物

の
導

入
の

ほ
か

、

ネ
ー

ミ
ン

グ
、

看
板

や
説

明
板

の
製

作
な

ど
も

児
童

ら
が

自
ら

行
っ

た
。

ク
ラ

ブ
の

あ
る

間
は

維
持

も
児

童
が

主
体

に
な

っ
て

行
っ

て
い

た
。

 

★
★

★
 

継
続

的
な

活
用

 
ク

ラ
ブ

が
引

き
継

が
れ

て
い

な
い

。
 

☆
☆

☆
 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

総
合

学
習

の
時

間
で

活
用

し
て

い
た

。
 

現
在

の
状

況
は

不
明

。
 

★
★

☆
 

学 習 活 用 

日
常

的
活

用
 

現
在

は
あ

ま
り

活
用

さ
れ

て
い

る
様

子
は

な
い

。
 

★
☆

☆
 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

が
ん

ば
っ

て
つ

く
っ

た
施

設
だ

が
維

持
で

き
ず

残
念

。「
指

定
校

」
期

間
が

終
わ

っ
て

活
動

が
と

ぎ
れ

て
し

ま
っ

た
。

本
物

の
漫

湖
が

そ
ば

に
あ

る
だ

け
に

、
あ

え
て

こ
の

施
設

で
観

察
を

続
け

る
必

然
性

が
な

か
っ

た
の

も
一

因
か

。
 

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

地
域

の
特

色
あ

る
環

境
に

着
目

し
、
校

内
に

関
連

性
を

持
た

せ
よ

う
と

し
た

視
点

や
、

児
童

の
主

体
的

な
関

わ
り

は
高

く
評

価
さ

れ
る

。
 

た
だ

、
干

潟
の

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

を
再

現
す

る
こ

と
に

そ
も

そ
も

難
し

さ
が

あ
り

、
乾

燥
し

た
中

庭
と

い
う

場
所

も
さ

ら
に

維
持

を
難

し
く

し
て

い
た

と
思

わ
れ

る
。

そ
の

場
の

環
境

に
合

う
タ

イ
プ

の
ビ

オ
ト

ー
プ

を
計

画
す

る
こ

と
も

大
切

と
い

え
る

。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
７

７
佐

敷
町

立
佐

敷
小

学
校

「
佐

敷
小

ビ
オ

ト
ー

プ
」

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

佐
敷
町
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

●
 

湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

 

H
1
3
年
度
 

1
5
0
0
万
 

自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

学
校
と
国
道
の
境
界
に
湿
地
ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
、
地
域
に
開
放
 

左
が
校
庭
、
右
が
国
道
歩
道
。
「
開
か
れ
た
学
校
」
を
象
徴
す

る
ビ
オ
ト
ー
プ

校
舎
背
後
の
、
湧
水
を
生
か
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
。
や
や
草
が
繁
茂

し
す
ぎ
て
い
る
が
、
落
ち
着
い
た
空
間
と
な
っ
て
い
る

「
沖
縄
の
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
」
事
例
集

７

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
児

童
と

地
域

の
交

流
の

場
、

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

の
創

出
。

 
★

★
★

 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

不
明

。
 

☆
☆

☆
 

設
計

の
特

徴
 

２
つ

の
ビ

オ
ト

ー
プ

施
設

の
う

ち
、

学
校

正
面

の
も

の
は

、
塀

を
撤

去
し

て
道

路
と

の
境

界
に

設
置

し
、
「

地
域

に
開

か
れ

た
学

校
」
を

象
徴

し
て

い

る
特

色
あ

る
施

設
で

あ
る

。
校

舎
裏

の
も

の
は

、
湧

水
の

出
る

場
所

を
ビ

オ
ト

ー
プ

と
し

て
整

備
し

た
も

の
で

、
自

然
に

な
じ

む
環

境
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

そ
れ

以
外

に
も

フ
ェ

ン
ス

を
蝶

食
草

な
ど

で
緑

化
し

、
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
図

っ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

人
為

的
関

与
度

合
水

源
は

ど
ち

ら
も

湧
水

を
使

用
。

正
面

の
も

の
は

ポ
ン

プ
で

汲
み

上
げ

、

か
つ

循
環

さ
せ

て
い

る
。

底
面

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
＋

土
。

校
舎

裏
の

ほ
う

は
湧

水
を

そ
の

ま
ま

流
し

て
お

り
動

力
は

不
使

用
。

底
面

は
土

の
ま

ま
。

 

★
★

☆
 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

と
く

に
な

し
 

☆
☆

☆
 

導
入

生
物

 
陸

生
植

物
（

在
来

種
を

中
心

に
修

景
種

を
加

え
た

高
木

14
種

、
低

木
5

種
、

草
本

5
種

、
つ

る
性

3
種

）
 

湿
性

水
生

植
物

（
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
、

ホ
テ

イ
ア

オ
イ

、
ガ

マ
、

ボ
タ

ン
ウ

キ
ク

サ
、

シ
ョ

ウ
ブ

、
ス

イ
レ

ン
、

ジ
ュ

ズ
ダ

マ
）

 

動
物

（
ト

ウ
ギ

ョ
、

メ
ダ

カ
）

 

★
★

☆
 

現
況

生
物

相
 

ト
ウ

ギ
ョ

、
カ

ワ
ニ

ナ
、

タ
ッ

プ
ミ

ノ
ー

、
ア

メ
ン

ボ
な

ど
。

地
域

の
人

や
子

供
が

入
れ

て
い

る
も

の
も

あ
り

そ
う

。
 

★
★

☆
 

生 物 生 息 環 境 

環
境

の
状

況
 

一
定

の
生

物
生

息
環

境
が

成
立

し
て

い
る

と
み

ら
れ

る
。

 
★

★
★

 

維
持

管
理

状
況

 
適

切
に

手
入

れ
さ

れ
、

環
境

が
安

定
し

て
い

る
。

手
押

し
ポ

ン
プ

が
故
障

し
や

す
い

の
が

問
題

。
 

★
★

★
 

管 理 

地
域

の
協

力
 

退
官

し
た

校
長

先
生
（

生
物

専
門

）
が

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
協

力
。

月
１

回
の

ピ
カ

ピ
カ

大
作

戦
（

植
物

間
引

作
業

）
に

は
P
T
A
が

協
力

。
 

☆
☆

☆
 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

特
に

は
行

わ
な

か
っ

た
が

、
元

校
長

先
生

が
自

ら
植

栽
や

魚
の

導
入

を
実

施
し

て
お

り
、
立

ち
寄

る
児

童
の

指
導

も
行

っ
て

い
る

た
め

機
会

は
あ

る
。  

★
☆

☆
 

継
続

的
な

活
用

 
校

舎
裏

の
施

設
は

、
地

滑
り

の
危

険
が

あ
り

立
ち

入
り

禁
止

に
し

て
い

る
。 

★
☆

☆
 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

生
活

科
や

総
合

学
習

の
時

間
に

、
し

ら
べ

学
習

に
活

用
し

て
い

る
。

 
★

★
☆

 

学 習 活 用 

日
常

的
活

用
 

子
供

た
ち

の
遊

び
場

に
な

っ
て

い
る

。
地

域
の

人
々

の
憩

い
の

場
と

し
て

も
よ

く
活

用
さ

れ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

い
ま

の
と

こ
ろ

特
に

な
い

。
も

っ
と

本
格

的
に

活
用

す
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
課

題
が

出
て

く
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

地
域

と
の

暖
か

い
交

流
が

感
じ

ら
れ

、
よ

い
施

設
と

な
っ

て
い

る
。

ビ
オ

ト
ー

プ
と

し
て

は
外

来
種

の
扱

い
が

課
題

と
な

ろ
う

。
地

域
の

ビ
オ

ト
ー

プ
拠

点
と

し
て

発
展

さ
せ

る
た

め
、

定
期

的
な

生
物

調
査

を
行

う
こ

と
な

ど
も

望
ま

れ
る

。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
９

９
大

宜
味

村
立

喜
如

嘉
小

学
校

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

大
宜
味
村
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

 
湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

●
 

草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

●

H
1
1
年
 

 
自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

後
背
山
地
か
ら
校
庭
内
に
水
を
引
き
込
み
、
地
形
を
活
か
し
多
様
な
環
境
を
創
出
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
 

    喜
如
嘉
小
学
校
作
成
「
生
き
物
マ
ッ
プ
・
ビ
オ
ト
ー
プ
と
そ
の
周
辺
の
生
き
物
」
に
よ
る
と
、
ド
ジ
ョ
ウ
・
シ
ジ
ミ
・
オ
タ
マ
ジ

ャ
ク
シ
・
タ
ウ
ナ
ギ
・
ミ
ズ
ス
マ
シ
・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
・
カ
ワ
ニ
ナ
・
ア
メ
ン
ボ
・
カ
ニ
・
ヌ
マ
エ
ビ
・
レ
ッ
ド
ソ
ー
ト
・
フ
ナ
・
コ

イ
・
タ
ッ
プ
ミ
ノ
ー
・
ト
ウ
ギ
ョ
・
テ
ナ
ガ
エ
ビ
・
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
メ
ダ
カ
・
ホ
タ
ル
が
ビ
オ
ト
ー
プ
周
辺
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

周
辺
環
境
に
よ
く
な
じ
ん
だ
ビ
オ
ト
ー
プ
池

半
屋
外
空
間
で
地
域
の
環
境
教
育
が
行
わ
れ
る

校
舎

校
舎

蝶
園

ひ
ょ

う
た

ん
池

た
ん

ぼ

ビ
オ

ト
ー

プ
池

取
水

部
分

校
庭

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
９

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
地

域
ぐ

る
み

の
環

境
教

育
の

実
践

。
 

★
★

★
 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

外
来

種
の

侵
入

を
防

ぎ
、

本
来

あ
る

べ
き

生
物

相
に

近
い

環
境

を
つ

く
り

だ
す

こ
と

。
 

★
★

★
 

設
計

の
特

徴
 

山
か

ら
流

れ
込

む
水

を
校

庭
内

に
引

き
込

み
、

そ
の

水
を

上
流

部
分

か
ら

順
に

、
ひ

ょ
う

た
ん

型
の

池
（

観
賞

用
を

改
修

）
、
ビ
オ

ト
ー

プ
池

、
水

生

昆
虫

の
エ

リ
ア

、
た

ん
ぼ

に
供

給
し

て
い

る
。

 

★
★

★
 

人
為

的
関

与
度

合
動

力
は

使
用

さ
れ

て
い

な
い

。
 

★
★

★
 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

特
に

な
い

。
 

★
★

☆
 

導
入

生
物

 
リ

ュ
ウ

キ
ュ

ウ
メ

ダ
カ

、
ト

ウ
ギ

ョ
、

ギ
ン

ブ
ナ

 
★

★
★

 

現
況

生
物

相
 

導
入

し
た

生
物

は
順

調
に

繁
殖

し
て

い
る

。
ま

た
周

辺
か

ら
飛

来
す

る
鳥

や
昆

虫
も

多
く

見
ら

れ
る

。
当

初
か

ら
あ

っ
た

池
を

ビ
オ

ト
ー

プ
池

に
変

え
る

に
あ

た
り

、
一

度
池

の
水

を
抜

き
グ

ッ
ピ

ー
・

タ
ッ

プ
ミ

ノ
ー

な
ど

の
外

来
種

を
排

除
し

た
が

、
コ

イ
・

ス
ッ

ポ
ン

は
生

き
残

り
、

現
在

も
生

息
し

て
い

る
。

 

★
★

★
 

生 物 生 息 環 境 

環
境

の
状

況
 

周
辺

の
環

境
と

調
和

し
た

、
広

範
で

か
つ

安
定

し
た

環
境

が
作

り
出

さ
れ

て
い

る
。

 

★
★

★
 

維
持

管
理

状
況

 
教

頭
先

生
を

中
心

に
、

持
続

的
で

行
き

届
い

た
管

理
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

管 理
地

域
の

協
力

 
教

員
・

児
童

だ
け

で
な

く
保

護
者

や
地

域
の

方
々

が
と

て
も

協
力

的
。

 
★

★
★

 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

学
期

１
回

の
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

実
施

し
て

お
り

、
ビ

オ
ト

ー
プ

池
や

隣
接

す
る

た
ん

ぼ
の

み
な

ら
ず

、
校

区
、

海
岸

の
清

掃
を

実
施

し
て

い
る

。
 

★
★

★
 

継
続

的
な

活
用

 
経

年
変

化
を

意
識

し
た

生
物

観
察

や
、

毎
年

た
ん

ぼ
で

採
れ

た
米

を
お
に

ぎ
り

に
し

て
地

域
の

方
に

振
舞

う
な

ど
、

継
続

的
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。

 

★
★

★
 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

学
内

の
す

べ
て

の
生

徒
が

活
用

し
て

い
る

が
、

授
業

で
は

主
に

３
年

生
の

理
科

で
使

わ
れ

て
い

る
。

 

★
★

★
 

学 習 活 用 

日
常

的
活

用
 

生
徒

の
遊

び
場

所
、

憩
い

の
場

所
と

し
て

頻
繁

に
活

用
し

て
い

る
。

 
★

★
★

 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

小
川

の
取

水
口

付
近

は
、

雨
が

降
る

と
大

量
の

土
砂

が
堆

積
す

る
為

、
雨

後
の

処
理

に
手

が
か

か
る

。
 

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

創
出

さ
れ

た
良

好
な

環
境

や
、

教
材

と
し

て
の

十
分

な
活

用
、

地
域

と
の

深
い

関
わ

り
な

ど
、

学
校

ビ
オ

ト
ー

プ
の

持
つ

べ
き

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

整
備

面
積

が
広

い
為

、
維

持
管

理
に

係
る

労
力

が
今

後
の

負
担

と
な

ら
な

い
か

が
懸

念
さ

れ
る

。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
11

 

１
１

沖
縄

県
立

辺
土

名
高

等
学

校

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

大
宜
味
村
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

●
 

湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

 

H
1
5
年
 

 
自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

環
境
科
の
学
生
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
、
野
外
測
定
・
演
習
の
場
と
し
て
の
ビ
オ
ト
ー
プ
池
。
 

・
植
物
：
イ
、
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
、
シ
マ
ツ
ユ
ク
サ
、
オ
ク
ラ
レ
ル
カ
、
オ
オ
フ
サ
モ
 

・
動
物
：
ギ
ン
ブ
ナ
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
メ
ダ
カ

蝶
園
付
近
か
ら
ビ
オ
ト
ー
プ
池
を
望
む

多
く
の
水
生
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
る

平
面
図

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
11

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
水

辺
の

植
物

の
観

察
、

さ
ら

に
メ

ダ
カ

、
ギ

ン
ブ

ナ
な

ど
の

淡
水

魚
や
水

生
生

物
の

飼
育

観
察

。
 

★
★

★
 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

固
有

種
を

中
心

と
し

た
生

物
生

息
環

境
の

創
出

。
 

★
★

★
 

設
計

の
特

徴
 

特
に

「
在

来
種

を
中

心
と

し
た

水
辺

の
植

物
」

の
観

察
が

行
い

や
す

い
よ

う
整

備
さ

れ
て

い
る

。
池

の
底

面
は

シ
ー

ト
で

防
水

。
 

★
★

★
 

人
為

的
関

与
度

合
水

は
ビ

オ
ト

ー
プ

造
成

時
に

貯
水

し
た

も
の

が
そ

の
ま

ま
使

わ
れ

て
お

り
、

雨
水

流
入

以
外

の
給

水
は

行
っ

て
い

な
い

。
 

★
★

★
 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

特
に

な
い

。
 

★
☆

☆
 

導
入

生
物

 
植

物
：

イ
、

オ
オ

カ
ナ

ダ
モ

、
ヒ

メ
ガ

マ
、

ハ
ン

ゲ
シ

ョ
ウ

、
 

シ
マ

ツ
ユ

ク
サ

、
オ

ク
ラ

レ
ル

カ
、

オ
オ

フ
サ

モ
 

動
物

：
ギ

ン
ブ

ナ
、

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

メ
ダ

カ
 

★
★

★
 

現
況

生
物

相
 

移
入

し
た

動
植

物
以

外
で

は
、

数
種

の
ト

ン
ボ

の
飛

来
と

ヤ
ゴ

の
生

息
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

 

★
★

★
 

生 物 生 息 環 境 

環
境

の
状

況
 

流
水

が
な

く
、

ま
た

雨
水

流
入

以
外

の
給

水
は

行
っ

て
い

な
い

た
め

、
水

質
が

悪
化

し
や

す
い

。
 

★
☆

☆
 

維
持

管
理

状
況

 
飼

育
・

観
察

に
使

い
や

す
い

よ
う

丁
寧

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

管 理
地

域
の

協
力

 
特

に
な

い
。

 
★
☆

☆
 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

特
に

な
い

。
 

★
☆

☆
 

継
続

的
な

活
用

 
特

に
な

い
。

 
★
☆

☆
 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

環
境

科
３

年
生

の
環

境
実

践
（

課
題

研
究

）
で

ビ
オ

ト
ー

プ
の

調
査

を
実

施
。
水

辺
の

植
物

や
水

生
昆

虫
の

調
査

そ
し

て
水

質
調

査
を

行
っ

て
い

る
。 

★
★

★
 

学 習 活 用 

日
常

的
活

用
 

特
に

な
い

。
 

★
☆

☆
 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

水
は

雨
水

流
入

以
外

の
給

水
は

行
っ

て
い

な
い

た
め

、
水

質
の

悪
化

が
最

大
の

課
題

で
あ

る
（

水
質

改
善

の
た

め
に

ホ
テ

イ
ア

オ
イ

を
植

え
る

な
ど

し
て

い
る

）
。

今
後

、

近
辺

ま
で

敷
設

さ
れ

て
い

る
農

業
用

導
水

管
か

ら
の

引
き

込
み

や
、

雨
水

利
用

な
ど

の
給

水
シ

ス
テ

ム
の

改
良

、
エ

ア
レ

ー
シ

ョ
ン

や
循

環
装

置
の

設
置

が
望

ま
れ

る
。

 

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

管
理

者
が

指
摘

す
る

と
お

り
、

水
質

の
問

題
が

最
大

の
課

題
で

あ
る

。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
13

１
３

奥
間

め
だ

か
の

学
校

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

国
頭
村
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

 
湿
地
（
池
、
流
れ
）

 

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

●
 

草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

●

 
 

自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

完
全
無
農
薬
の
田
圃
が
創
り
だ
す
＜
沖
縄
の
里
の
原
風
景
＞
の
再
生
を
め
ざ
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
空
間
 

田
圃
を
廻
る
水
路
に
は
め
だ
か
が
多
く
生
息
す
る

見
事
に
実
っ
た
稲
穂

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
13

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
本

来
の

目
的

は
不

耕
起

栽
培

法
を

取
り

入
れ

た
完

全
無

農
薬

の
米

作
り

を

行
う

こ
と

で
あ

る
が

、
自

然
の

生
産

力
を

活
か

し
た

、
農

薬
や

化
学

肥
料

に
頼

ら
な

い
田

圃
づ

く
り

を
行

う
こ

と
で

、
在

来
生

物
種

と
の

共
生

空
間

を
つ

く
り

出
す

。
 

★
★

★
 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

外
来

種
を

排
除

し
た

農
空

間
を

創
り

出
し

、
土

地
本

来
の

生
態

系
を

取
り

戻
す

こ
と

で
、

水
田

が
本

来
持

つ
べ

き
美

し
さ

を
創

り
出

す
こ

と
。

 

★
★

★
 

設
計

の
特

徴
 

取
水

部
で

は
水

を
砂

利
で

濾
過

し
外

来
種

の
進

入
を

防
い

で
い

る
。

ま
た

稲
収

穫
後

の
抜

水
時

に
生

物
が

避
難

で
き

る
貯

水
池

を
設

け
て

い
る

。
 

★
★

★
 

人
為

的
関

与
度

合
農

地
で

あ
る

た
め

、
作

物
の

生
育

状
況

に
合

わ
せ

て
人

為
的

に
変

化
を

加

え
る

こ
と

と
な

る
。

 

★
★

☆
 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

施
工

時
に

地
域

の
協

力
が

見
ら

れ
る

。
設

計
施

工
の

指
導

は
グ

ル
ー

プ
エ

コ
・

ラ
イ

フ
代

表
の

西
江

重
信

氏
が

行
っ

た
。

 
★

★
★

 

導
入

生
物

 
国

頭
在

来
種

の
メ

ダ
カ

 
★

★
★

 

現
況

生
物

相
 

整
備

図
参

照
。

 
★

★
★

 

生 物 生 息 環 境

環
境

の
状

況
 

こ
の

周
辺

で
は

こ
こ

数
年

見
ら

れ
な

か
っ

た
在

来
種

の
キ

ダ
チ

キ
ン

バ
イ

が
確

認
さ

れ
る

な
ど

、
よ

り
安

定
し

た
環

境
に

向
か

っ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

維
持

管
理

状
況

 
農

薬
や

化
学

肥
料

に
頼

ら
な

い
田

圃
づ

く
り

を
行

う
こ

と
自

体
が

、
在

来

種
の

生
息

地
の

維
持

管
理

に
結

び
つ

い
て

い
る

。
 

★
★

★
 

管 理 

地
域

の
協

力
 

地
域

の
人

々
を

中
心

に
「

稲
刈

り
体

験
」

を
実

施
し

収
穫

、
脱

穀
ま

で
す

べ
て

人
の

手
に

よ
っ

て
行

う
。

 

★
★

★
 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

田
植

え
体

験
の

実
施

。
収

穫
し

た
米

は
「

め
だ

か
米

」
と

命
名

し
、

や
ん

ば
る

く
い

な
荘

の
朝

食
で

お
か

ゆ
に

し
て

提
供

。
 

★
★

★
 

継
続

的
な

活
用

 
農

作
業

の
状

況
に

合
わ

せ
、

継
続

的
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

マ
ル

タ

ニ
シ

の
増

殖
実

験
が

北
部

ダ
ム

事
務

所
の

協
力

で
行

わ
れ

る
な

ど
、

専
門

的
な

生
物

調
査

が
継

続
的

に
行

わ
れ

て
い

る
。

 

★
★

★
 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

都
市

部
の

小
学

生
に

対
し

、
米

づ
く

り
に

関
わ

る
作

業
を

環
境

教
育

の
一

環
と

し
て

提
供

し
て

い
る

。
 

★
★

★
 

学 習 活 用 

日
常

的
活

用
 

特
に

な
し

。
 

★
☆

☆
 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

様
々

な
対

策
を

講
じ

て
い

る
が

、
外

来
種

と
思

わ
れ

る
草

木
類

の
移

入
や

、
テ

ィ
ラ

ピ
ア

の
侵

入
も

見
ら

れ
る

。

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

単
一

目
的

の
ビ

オ
ト

ー
プ

で
は

な
く

、
農

空
間

と
の

共
生

に
よ

る
と

て
も

意
味

深
い

空
間

が
つ

く
ら

れ
て

い
る

。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
14

１
４

本
部

町
立

伊
豆

味
小

中
学

校
「
せ

せ
ら

ぎ
」

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

本
部
町
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

●
 

湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費

 
民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

 

平
成

1
0
年

 
 

自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

全
長
１
７
０
ｍ
に
及
ぶ
、
地
域
に
育
ま
れ
た
せ
せ
ら
ぎ
空
間
 

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

メ
ダ

カ
は

順
調

に
繁

殖
し

て
い

る
も

の
の

、
タ

ッ
プ

ミ
ノ

ー
等

の
外

来
種

の
混

入
も

見
ら

れ
る

。
オ

オ
ゴ

マ
ダ

ラ
、

ツ
マ

ベ
ニ

チ
ョ

ウ
、

ツ
マ

ム
ラ

サ
キ

マ
ダ

ラ
な

ど
の

チ
ョ

ウ
が

飛
来

し
繁

殖
。

確
認

さ
れ

た
ト

ン
ボ

は
９

種
。

シ
リ

ケ
ン

イ
モ

リ
、

ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
も

確
認

。

せ
せ
ら
ぎ
は
校
庭
の
周
り
を
半
周
し
て
い
る

場
所
に
よ
り
水
深
や
川
幅
が
異
な
っ
て
い
る

0.
5 ～

2.
0 ｍ

校
庭

標
準
的
な
断
面
形
態

W
L

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
14

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
将

来
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
学

習
環

境
づ

く
り

と
環

境
教

育
の

実
践

。
 

★
★

★
 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

メ
ダ

カ
を

中
心

と
し

た
生

物
の

生
息

環
境

づ
く

り
。

 
★

★
★

 

設
計

の
特

徴
 

せ
せ

ら
ぎ

の
延

長
は

約
17
0
ｍ

、
校

内
に

湧
水

を
引

き
込

み
運

動
場

の
半

周
を

囲
む

よ
う

に
つ

く
ら

れ
て

い
る

。
他

に
ビ

オ
ト

ー
プ

の
水

を
用

い
た

た
ん

ぼ
や

、
校

舎
に

隣
接

し
た

位
置

に
は

蝶
園

も
設

け
ら

れ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

人
為

的
関

与
度

合
維

持
に

動
力

は
使

用
さ

れ
て

い
な

い
。

 
★

★
★

 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

保
護

者
、

地
域

住
民

が
積

極
的

に
関

わ
っ

て
い

る
。

当
地

区
は

学
校

が
文

化
交

流
の

拠
り

所
と

な
っ

て
い

た
歴

史
が

あ
り

、
区

民
の

学
校

教
育

に
対

す
る

関
心

は
極

め
て

高
い

。
 

★
★

★
 

導
入

生
物

 
リ

ュ
ウ

キ
ュ

ウ
メ

ダ
カ

を
毎

年
3
0
0
尾

放
流

。
ま

た
コ

ノ
ハ

チ
ョ

ウ
・

フ

タ
オ

チ
ョ

ウ
・

オ
オ

ゴ
マ

ダ
ラ

の
食

草
や

年
間

を
通

じ
て

吸
蜜

源
に

な
る

花
木

・
草

花
・

果
樹

を
植

栽
。

水
辺

の
植

物
は

園
芸

種
も

含
ま

れ
る

。
 

★
★

☆
 

現
況

生
物

相
 

毎
年

放
流

さ
れ

る
リ

ュ
ウ

キ
ュ

ウ
メ

ダ
カ

が
定

着
す

る
一

方
、

タ
ッ

プ
ミ

ノ
ー

等
の

外
来

種
の

混
入

も
見

ら
れ

る
。

オ
オ

ゴ
マ

ダ
ラ

、
ツ

マ
ベ

ニ
チ

ョ
ウ

、
ツ

マ
ム

ラ
サ

キ
マ

ダ
ラ

な
ど

の
チ

ョ
ウ

が
飛

来
し

繁
殖

。
確

認
さ

れ
た

ト
ン

ボ
は

９
種

。
シ

リ
ケ

ン
イ

モ
リ

、
ゲ

ン
ゴ

ロ
ウ

も
確

認
。

 

★
★

☆
 

生 物 生 息 環 境 

環
境

の
状

況
 

生
物

の
生

息
種

数
・
個

体
数

の
多

い
豊

か
な

環
境

が
創

り
だ

さ
れ

て
い

る
。 

★
★

★
 

維
持

管
理

状
況

 
日

常
的

な
管

理
に

加
え

、
地

域
住

民
が

一
体

と
な

っ
て

、
せ

せ
ら

ぎ
の
清

掃
が

毎
年

行
わ

れ
る

な
ど

、
丁

寧
な

維
持

管
理

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

★
★

★
 

管 理 

地
域

の
協

力
 

地
域

住
民

が
積

極
的

に
関

わ
っ

て
い

る
。

 
★

★
★

 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

毎
年

行
わ

れ
て

い
る

メ
ダ

カ
の

放
流

集
会

や
清

掃
な

ど
に

参
加

し
て

い

る
。

 

★
★

★
 

継
続

的
な

活
用

 
め

だ
か

の
放

流
集

会
や

せ
せ

ら
ぎ

の
清

掃
、
ま

た
田

圃
で

の
米

作
り

な
ど

、

せ
せ

ら
ぎ

整
備

以
来

、
継

続
的

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

小
学

校
1
～
２

年
生

で
は

チ
ョ

ウ
の

さ
な

ぎ
の

ス
ケ

ッ
チ

、
理

科
の

授
業

で
リ

ュ
ウ

キ
ュ

ウ
メ

ダ
カ

の
割

合
調

査
、
メ

ダ
カ

の
放

流
、
中

学
生

で
は
、

せ
せ

ら
ぎ

か
ら

採
取

し
た

水
の

中
に

住
む

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

観
察

な
ど

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

★
★

★
 

学 習 活 用 
日

常
的

活
用

 
学

校
関

係
者

の
使

用
だ

け
で

な
く

、
安

ら
ぎ

の
空

間
と

し
て

地
域

住
民
に

愛
さ

れ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

敷
地

内
の

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

メ
ダ

カ
を

捕
獲

し
持

ち
帰

る
人

が
お

り
、
困

惑
し

て
い

る
。

ま
た

水
辺

に
あ

る
マ

ツ
の

落
葉

で
水

が
に

ご
り

苦
慮

し
て

い
る

。

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

「
在

来
種

を
主

体
と

し
た

ビ
オ

ト
ー

プ
」

で
あ

り
な

が
ら

、
あ

る
程

度
外

来
種

の
侵

入
を

受
入

れ
、「

せ
せ

ら
ぎ

空
間

の
楽

し
み

」
を

作
り

出
す

こ
と

に
成

功
し

て
い

る
。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
18

１
８

漢
那

ダ
ム

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

宜
野
座
村
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

 
湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

●
中
（
1
0
0
0
㎡

～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

●
 

農
地
 

 

H
5
 

 
自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

ダ
ム
整
備
に
あ
わ
せ
て
支
流
の
一
部
を
生
物
の
た
め
の
湿
地
と
し
て
整
備
し
た
、
本
格
的
な
ビ
オ
ト
ー
プ
 

愛
称

「
め

だ
か

の

学
校
」

繁
茂
す
る
植
物
に
よ
り
水
面
が
覆
わ
れ
て
い
る

山
に
囲
ま
れ
た
谷
地
に
、
深
さ
の
あ
る
池
と
浅
い
湿
地
帯
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

観
察
小
屋
、
ボ
ー
ド
デ
ッ
キ
な
ど
の
観
察
施
設
も
充
実

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
18

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
ダ

ム
整

備
に

よ
る

開
発

の
代

償
と

し
て

、
ビ

オ
ト

ー
プ

を
創

出
し

自
然
回

復
を

図
る

と
と

も
に

、
環

境
教

育
の

場
を

提
供

す
る

。
 

★
★

★
 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

メ
ダ

カ
を

シ
ン

ボ
ル

と
す

る
（

上
流

で
生

息
が

確
認

さ
れ

て
い

る
）。

 
★

★
★

 

設
計

の
特

徴
 

自
然

林
に

囲
ま

れ
た

谷
地

で
耕

作
放

棄
さ

れ
た

田
ん

ぼ
だ

っ
た

と
こ

ろ
を

湿
地

に
改

良
し

た
も

の
で

、
地

形
や

環
境

を
生

か
し

て
良

好
な

条
件

の
整

っ
た

ビ
オ

ト
ー

プ
を

創
出

し
て

い
る

。
 

★
★

★
 

人
為

的
関

与
度

合
河

川
の

一
部

で
あ

り
人

為
的

な
管

理
は

堰
の

調
整

程
度

。
 

★
★

★
 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

特
に

な
し

。
 

☆
☆

☆
 

導
入

生
物

 
不

明
。

 
☆

☆
☆

 

現
況

生
物

相
 

ダ
ム

全
域

で
は

、
多

種
の

生
物

の
生

息
が

調
査

に
よ

り
確

認
さ

れ
て

い
る

。

本
湿

地
で

は
、

メ
ダ

カ
、

昆
虫

類
、

水
鳥

な
ど

が
見

ら
れ

、
な

か
で

も
ト

ン
ボ

は
本

島
に

生
息

す
る

種
の

7
5
%
が

見
ら

れ
る

。
 

★
★

★
 

生 物 生 息 環 境 

環
境

の
状

況
 

自
然

林
に

囲
ま

れ
た

水
辺

で
あ

り
、

規
模

も
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

良
好

な
生

物
生

息
環

境
と

な
っ

て
い

る
と

推
測

さ
れ

る
。

た
だ

し
湿

地
エ

リ
ア

で
は

藻
や

ヒ
メ

ガ
マ

が
ぎ

っ
し

り
と

繁
茂

し
、

環
境

の
単

調
化

が
感

じ
ら

れ
る

。
 

★
★

☆
 

維
持

管
理

状
況

 
ダ

ム
事

務
所

に
よ

り
定

期
的

な
維

持
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

。
た

だ
し
湿

地
植

物
の

管
理

方
針

は
明

確
で

な
く

、
試

行
錯

誤
の

段
階

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
 

★
★

☆
 

管 理 

地
域

の
協

力
 

特
に

な
い

。
 

☆
☆

☆
 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

特
に

な
い

。
 

☆
☆

☆
 

継
続

的
な

活
用

 
毎

年
イ

ベ
ン

ト
を

催
し

、
広

く
参

加
を

募
っ

て
い

る
。

 
★

★
★

 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

学
校

等
の

見
学

を
受

け
入

れ
て

い
る

。
ダ

ム
と

環
境

に
つ

い
て

の
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

出
版

し
て

い
る

ほ
か

、
気

軽
に

利
用

で
き

る
ク

イ
ズ

形
式

の
学

習
教

材
を

用
意

し
て

い
る

。
た

だ
利

用
は

そ
れ

ほ
ど

頻
繁

で
は

な
い

。
 

★
★

☆
 

学 習 活 用 
日

常
的

活
用

 
普

段
の

立
ち

寄
り

利
用

者
は

あ
ま

り
多

く
な

い
。

 
★

☆
☆

 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

ど
う

管
理

し
て

い
け

ば
ビ

オ
ト

ー
プ

と
し

て
良

好
に

な
る

の
か

、
不

明
確

な
ま

ま
手

探
り

で
管

理
し

て
い

る
。

 

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

良
好

な
環

境
条

件
に

あ
る

が
、

単
調

化
が

進
ん

で
い

る
よ

う
に

み
ら

れ
る

の
で

、
流

れ
を

よ
く

し
多

様
な

環
境

を
つ

く
る

改
善

が
望

ま
れ

る
。

整
備

前
後

の
充

実
し

た
基

礎
調

査
が

あ
る

の
で

、
今

後
も

定
期

的
に

生
物

調
査

を
行

い
、

そ
の

成
果

を
生

か
し

て
い

く
こ

と
が

課
題

と
い

え
よ

う
。
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「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
20

２
０

石
垣

市
立

真
喜

良
小

学
校

位
 
置
 

類
 
型
 

 
規
 
模
 

 
主
な
環
境
 

 

石
垣
市
 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

●
小
（
～
1
0
0
0
㎡
）
 

●
 

湿
地
（
池
、
流
れ
）

●

 
 

公
共
公
益
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ

 
中
（
1
0
0
0
㎡
～
1
h
a
）

 
草
原
 

 

整
備
年
 

整
備
費
 

民
間
施
設
付
帯
ビ
オ
ト
ー
プ
 

 
大
（
1
h
a
以
上
）
 

 
農
地
 

 

○
○
年
 

 
自
然
空
間
 

 
 

 
樹
林
 

 

概
 
要

石
垣
市
内
で
最
大
の
規
模
を
持
つ
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
 

    グ
ッ
ピ
ー
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
、
池
の
１
／
４
が
ヒ
メ
ガ
マ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

な
ど
の
湿
地
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
生
物
の
多
様
性
が
高
く
な
り
、
次
々
と
世
代
交
代
が
行
わ
れ
る
環
境
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

池
全
体
の
状
況

ヒ
メ
ガ
マ
な
ど
湿
地
植
物
が
池
の
中
に
生
育
し
て
い
る

「
沖

縄
の

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
」

事
例

集
20

調
査

項
目

 
特

色
 

評
価

 

目
的

 
特

に
な

し
。

 
★

☆
☆

 

目
標

（
誘

致
種

、

創
出

環
境

な
ど

）

特
に

な
し

。
 

★
☆

☆
 

設
計

の
特

徴
 

3
0
ｍ

×
4
0
ｍ

の
範

囲
に

幅
に

変
化

の
あ

る
延

長
5
0
m
程

度
の

長
細

い
池

が

配
置

さ
れ

て
い

る
。
も

と
も

と
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

張
り

の
池

底
で

あ
る

と

思
わ

れ
る

が
、
土

を
い

れ
湿

地
植

物
が

生
え

る
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

地
形

は
平

坦
地

で
、
水

は
雨

水
と

水
道

水
を

使
用

。
日

照
は

十
分

で
あ

る
。
 

★
★

★
 

人
為

的
関

与
度

合
池

の
水

は
ポ

ン
プ

に
よ

る
循

環
設

備
が

施
さ

れ
て

い
る

が
、

現
在

は
ポ

ン

プ
を

止
め

様
々

な
生

物
が

生
息

し
や

す
い

よ
う

な
環

境
と

な
っ

て
い

る
。

 

★
★

☆
 

計 画 設 計 内 容 

地
域

の
協

力
 

不
明

。
 

☆
☆

☆
 

導
入

生
物

 
グ

ッ
ピ

ー
、

オ
タ

マ
ジ

ャ
ク

シ
、

テ
ナ

ガ
エ

ビ
、

カ
ワ

ニ
ナ

な
ど

。
 

★
★

☆
 

現
況

生
物

相
 

導
入

し
た

生
物

の
繁

殖
が

見
ら

れ
る

。
ま

た
池

の
4
分
の

一
が

ヒ
メ

ガ
マ

、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

な
ど

の
湿

地
植

物
が

生
育

し
て

い
る

。
 

★
★

★
 

生 物 生 息 環 境
環

境
の

状
況

 
時

間
が

経
つ

に
つ

れ
生

物
の

多
様

性
が

高
く

な
り

、
次

々
と

世
代

交
代
が

行
わ

れ
る

環
境

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
 

★
★

★
 

維
持

管
理

状
況

 
数

年
に

一
度

池
の

水
を

全
部

抜
い

て
掃

除
し

、
再

び
い

ろ
い

ろ
な

生
物
を

入
れ

た
模

様
。

 

★
★

★
 

管 理 

地
域

の
協

力
 

不
明

。
 

☆
☆

☆
 

設
計

・
工

事
・

維

持
へ

の
参

加
 

不
明

。
 

☆
☆

☆
 

継
続

的
な

活
用

 
不

明
。

 
☆

☆
☆

 

教
材

と
し

て
の

活

用
 

生
物

も
多

様
な

た
め

4
年
生

の
理

科
の

授
業

で
池

の
周

り
の

生
物

観
察

な

ど
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

★
★

★
 

学 習 活 用 

日
常

的
活

用
 

不
明

。
 

☆
☆

☆
 

管
理

・
活

用
主

体
か

ら

み
た

課
題

 

 

調
査

者
か

ら
み

た
課

題
 

石
垣

市
街

地
の

小
学

校
の

中
で

、
最

も
規

模
が

大
き

く
池

の
管

理
も

よ
く

お
こ

な
わ

れ
て

い
た

。
少

し
の

工
夫

で
学

校
ビ

オ
ト

ー
プ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
実

施
で

き
る

状
況

で
あ

る
。
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４．まとめ

4 − 1事例にみる問題点

＜ビオトープの概念が適切に理解されていない事

　例＞

・ビオトープを独立的、完結的な存在と捉えがち

−周囲環境とのネットワークの視点が弱い

・「ビオトープ＝池」との誤解が一部にある

＜目標像、管理・育成の方針が明確でない（また

　は継承されていない）事例＞

・整備時の目標像や方針が継承されている例は少

ない

・目標像が不明確なため、植物の繁茂や外来種の

移入等の問題に対し、対処の方針がない

・管理マニュアルが作られていても、継承されて

いない（資料の紛失 / 実行されない）

・外来種管理の不徹底−親しまれ易いことから外

来種利用黙認の場合あり

＜ハード面の問題で、目標とした環境や生物誘致

　が実現されていない事例＞

・ポンプの故障が多く、池などの水質、水量の維

持に支障をきたしやすい

・水量が維持されないことで生物の生息環境が維

持されない

・パーゴラ、フェンスにつる植物を育成しようと

して熱や風などの環境圧に負けている例あり

＜ソフト面の問題で、目標とした環境や生物誘致

　が実現されていない事例＞

・水生植物が繁茂しすぎ、単調な環境になってし

まっている

＜活用が不十分な事例＞

・作った時点では活用されても、その後の利用が

不活発な例が多い

・学校ビオトープは、授業や課外活動等で多面的

な活用が考えられるが、実際の活用幅は狭い

＜継続性がない事例＞

・整備した時点の方針や活動が継続されず、放置

されている例がみられる

＜適切に管理、活用する人材がいない事例＞

・学校では、担当者の転勤等で経緯が不明になっ

たり、活動が途切れてしまうことが多い

・活用のスキルが個人の資質にかかっており、関

心のある教師がいないと活用され難い

・人材不足のため日常管理や季節毎の管理に手が

まわらず、放置される例もみられる

4 − 2評価される事例

＜すぐれたビオトープ空間を創出した事例＞

・ビオトープ施設を取巻く自然環境を生かし、そ

れらと連続性のあるビオトープ空間を形成

→喜如嘉小：学校に隣接する谷から水を引込み、

ビオトープネットワークを実現

周辺の森や農地と関連付けられており、生物の

行き来が盛ん

→神原小：校内の既存樹林下の環境を生かしてビ

オトープを作り、安定した環境を創出

→漢那ダム：休耕田となっていた湿地帯に手を入

れ、地域特性を生かした環境を創出

→エコステーション：谷地形を生かして雨水利用

の池や流れを設置し、周辺環境に馴染んだ変化

に富むビオトープを創出しており、生物の繁殖

や行き来が盛ん

・様々なタイプのビオトープをネットワークさせ

る

→喜如嘉小：沢、池、湿地、田んぼ、芝広場、樹

林地など様々なタイプのビオトープが連続し、

生物相を豊かにしている

・既存の施設を改修し、ビオトープに利用

→伊豆味小：校舎外壁アルコーブを緑化し、昆虫

等の集まる立体的ビオトープを創出

→真喜良小：コンクリートの修景池を改修し、生

物の住処として良好な環境を形成

＜有効に活用されている事例＞

・子供たちが身近に触れる機会が多く、学習観察

活動等を継続的に実施

→喜如嘉小：ビオトープ一帯が遊び場であり、子

供達は虫取り等を楽しんでいる

授業や課外活動で生物の名札作成、継続した調



− 96 −

査等活発な活動を展開

・ビオトープ整備を最終目的とせず、教材田をビ

オトープと位置づける等多面的に活用

→喜如嘉小、伊豆味小、中川小

　　：水路・池のビオトープから連続する教材田

を設置し、連続したビオトープを形成

→奥間めだかの学校：農薬や化学肥料に頼らない

田んぼ作りにより、結果的にその土地に相応し

いビオトープを創出

＜地域のものとなっている事例＞

・国道と学校の境界にビオトープ池を設置し、地

域に開かれた学校を象徴する存在としている

→佐敷小：子供達の遊び場であるとともに地域の

人々の休み場、バス待ち場としても利用され、

親しまれている

・地域の人々が管理や活動に積極的に関わってい

る

→伊豆味小：流れや植栽の管理、メダカの放流等

を地域の人々が主体的に実施 . 地域の財産と認

識され、学校教員の移動に関わりなく良好な管

理・活用を継続

→佐敷小：退職教員を中心とした地域有志がビオ

トープ池の管理や子供達の自然観察指導を実施

→佐手小：僻地校故の教職員の移動の多さを地域

の人々の協力が補っている

＜人材を活用している事例＞

・生物専門の教師が積極的に指導に関わる

→喜如嘉小：生物専門教諭がビオトープ施設を発

展させ日常的な自然観察指導を実施

・専門知識や技術を持つ地域ボランティアが関与

→佐敷小、喜如嘉小、伊豆味小

　：生物専門の元先生を中心に、池の管理や子供

達の自然観察指導を実施

→宇栄原小：地域で自然観察指導を行う NPO が

計画・施工段階のワークショップに参加し、き

め細やかなプログラムを実施（ビオトープに関

する活動は引き継がれていないが、地域の人

材を積極的に登用する方針あり、今後の活動メ

ニューが注目される）

→神原小：水生生物に詳しい保護者や地域の業者

の協力で設計・施工を実施

→開南小：緑の管理やメダカ・オオゴマダラ等の

飼育を地域ボランティアが継続実施

→大宜味小：リュウキュウメダカの放流を地元の

専門家の指導により実施

→奥間めだかの学校：専門家と連携した不耕起栽

培法の田んぼづくりを実践中

５．おわりに

　本研究は、沖縄県におけるビオトープ整備時の

技術向上に資することを目的として、基礎調査と

しての現況把握調査を中心に実施した。

　今回調査対象とした施設以外にもビオトープ整

備を実施している学校施設の情報が複数あり、小

学校を中心として関心の高さを伺わせている。し

かし、整備後の活用の程度には、大きな差がある。

ビオトープを生きた教材として継続的・積極的に

有効に活用している施設がある反面、完全に放棄

された施設も見られる。この原因として、学校現

場における教員の移動に関わる問題と、地域との

協力体制構築の成否に大きく関わっていることが

おぼろげながら判った。

　今後は、充分な活用がなされていない施設の中

から、学校の協力、父母の協力、地域の協力が可

能であろう施設を抽出して再整備・再活用の検討

を行うとともに、その実践を行いたい。

　最後に、本研究に快く協力していただいた各機

関の方々、及び研究支援をいただいた沖縄県建設

弘済会技術環境研究所に心より感謝申し上げま

す。




